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1　 緒　　言

　応 力腐 食 割 れ （ SCC ）は ， 海洋構造 物材 ，
タ ン ク 材 ，

パ イ プ材 に お い て ，重 要問

題 に な っ て お り， 現在 ，破壊 力学 的 ア プ ロ
ー

チ に よ り ，

一
部 の 腐食環境 中 で は ， そ の

マ ク 卩 的 特性 が 解 明 され つ つ あ り ， 有効 な評 価 方法 と考 え られ て い る 。 本 報 で は
， 著

者 らが 考 案 した 高 剛 性 枠 負 荷装 置 を用 い て ，
80 キ 卩 ク ラ ス の 高張 力鋼 を供 試 材 に し

て ，
H ，S飽和 （NACE ）液 中 で の SCC 特 性 に 与 え る 力 学 的条件 の 影 響 に つ い て ，

検 討 を加 え た 結 果 を報 告 す る 。

2　 供 試 材

　本 報 告 で 用 い た 供 試材 は 実験 室 的 100kg 溶製 鋼 か ら ， 板厚 15   に 圧 延 し焼 入 ，

焼 戻 し の 熱 処 理 を施 した もの で あ る 。 化 学 成 分 及 機械 的 性 質 を表 1 に 示 す 。 表 か らわ

か るよ うに ， 80 キ ロ ク ラ ス の 高 張 力鋼 で あ る 。

3　試 験 片 及 実験 装 置 　　　　　　　　　　　　表 1　化 学成 分 お よ び 機 械的 性質
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欠 で あ り ， 圧 延 ロ
ー

ル 方 向 と直角 に 入 れ た 。

ま た ， 実験 装置 は 図 2 に示 され て い る よ う

な搆造 の もの で あ り，高剛性 の 枠 と ボ ル ト締 メ 負

荷 治具 に よ り・ 試 験 片 に 餉 が 加 わ る よ うに な ・

註
て い る 。 負荷 治具 に は ロ

ー ド ・セ ル が 組 み 込 ま れ 　
nT

て お り，又 ， 試 験 片の エ
ッ ヂ ・マ ウ ス に ク リ ッ プ ・　⊥

ゲ ージ を 装 着 して
， 時 々 刻 々 の 荷重

・変位 を 記録

し，それ を も と に ，破 壊 力学 的 手 法 に よ り ，
ク ラ　 ⊥

ッ ク 進 展 長 及応 力 拡大 係 数 K 値 を 求 め る と い う方

法 で 解折 を 行 な っ た 。

り
　　　　　　　　　　　 図 1

4　 腐食 環 境 条 件

　腐 食環境 は 5 ％ NaCl ＋ 0・5 ％酢 酸 ＋ 飽 和 H
・
S

の 言 わ ゆ る NACE 溶 液 中 で 行 な っ た 。本 実験 中

H2S 濃度 は ，　2500 〜 3000PPm ， pH は 2・8

〜 3．4 ，液 温は 22 〜 25 ℃ に 制御 さ れ て い た 。

5　 実 験 結 果 及 考 察

5 − 1　 亀 裂進 展 速 度 と応 力拡 大 係数 K と の 関係

　 図 3 に ，試 験 片 が 受 け る 荷重 一 変形 の 履 歴 の 例

を示 す 。
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図 2　 高 剛 性 枠 実 験 装 置
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　 試験 片 の 代表変形 と して ，エ ッ ヂ ・マ ウ ス の 変 位 Vl を

と る と ，図 中 ， 実線 で 示 ざ れ る よ うな荷重
一
変位 関 係を

た ど る 。 まず ，初期 負荷 に よ っ て ，
0 点 か ら A 点 に ， 初

期 亀裂 長 に よ っ て 決 ま る線型 関係線上 を 移 動 し ， SCC

発生 に よ り，今度 は ， 高剛 性 枠 の 剛 性 に よ っ て 決 ま る線

上 AB 線上 を ， そ の 材 料 の SCC 特 性 に 応 じ た 時間 関係

を 満足 しつ つ 移動 す る 。 亀裂 停止 点 B に お い て ， 負荷荷

重 を 解 放 す る と ， 理 論 的 に は ， 0 点 に戻 る わ け で あ るが・

亀裂 内部 に 腐 食生 成物が 堆積 す る た め ， 開 口 変 位 が 残 留

す る点 C に 移 動 す る 。 SCC 特性 は ，　 AB 線上 の 時 間 変

化 か ら解析 さ れ る 。図 4 に ， こ の よ うに し て 求 め た 応 力

拡大 係 数 K 値 と亀裂進 展 速 度 a と の 関係 の 例 を示 す 。 図

よ り，初期 K 値 を ，負荷荷重 や 初 期亀裂 長 を 変 え る こ と

に よ り変化 さ せ て も ， 亀裂 停留 の K 値 ，す な わ ち KIscc
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

値 は 70 〜 92  
・

mm
−
TC，： お さ ま っ て い る 。 し か し ，

合

〜 K 関 係 は ， 従 来 ， そ れ 程 ，厳 し くな い 環 境 中 で の 実験

結 果 と は 異 な っ て お り， ｛1 が 異 常 落 下 や 上 昇 し て い る現

象 が 見 ら れ る 。 こ れ は ，
一一

つ に は NACE 液 と い う厳 し

い 環境 の た め ， 亀 裂 先 端 の ミ ク ロ な特性 が マ ク ロ 特性 に

大 き く影 響 し て い る と 考 え られ る 。

5 − 2　 初 期 K 値 と潜 伏時 間

　
一

般 に ，人 工 海水 の よ うな 比 較 的 お だ や か な腐 食 環境
で は ， SCC 発生 前 に 潜伏時 間 が 存在 す る が ，本実験 で

は ，腐 食環 境 下 に 15 分程 度浸漬 し た後 ，負荷 を 加 えた

場 合 ，潜 伏時 間 は 存在 しな か っ た 。 しか し ， 負荷 後 に 浸

漬 し た 場 合 に は ， 初 期 K 値 に よ っ て ， 長 ざ は 異 な る が ，

顕 著 に 潜 伏時 間 が 存 在 す る こ とが ，確 認 さ れ た 。 図

5 は ， 初 期 K 値 と潜伏 時 間 と の 関 係 を示 した も の で

あ る が ，初 期 K 値 が 高 い 程 ，潜伏時 間 が 短 か くな っ

て い る 。 こ の よ うに ， 浸 漬
・
負荷 の 順 序 が ， SCC

発生 現 象 に 関 係 して い る理 由 と し て ，無負荷 状態 で

は ，水 素が 短 時 間 に ， 鋼中 の あ らゆ る場 所 に 浸 入 す

る の に 対 し，負荷 後浸 潰 の 場 合 は ， 形 成 さ れ た 切 欠

先 端 部 の 塑 性 域 に 水 素 が 浸 入 し ，割 れ を誘 発 させ る

の に 時 間 が か か る こ と が 考え られ る 。

6　 結 　 　 言
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　高張 力鋼 の SCC 特性 を ，新 た に 考 案 した 実験装置 を 用 い て ， 検 討 し た 結果 ，発 生 ，

進 展 の 挙動が よ く把 握 さ れ る こ とが 明 らか に な っ た 。
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